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今年も早いもので、もう最後の寺報とな

りました。皆様におかれましては、いか

がお過
す

ごしでしょうか。 
前回号で「当寺院と同じ宗派のお寺さん

からあるプロジェクトのお話が舞
ま

い込
こ

んできました。」という記事を書きまし

たが、先日 11月 27日に当寺院のそばに
ある『イオン神戸南店』のすぐ隣

となり

で建設

中であった、「ひょうごはじまり館」の

開幕
かいまく

イベントにおいて、地域の歴史と

密接
みっせつ

な関係がある時宗
じしゅう

の踊
おど

り念仏を

披露
ひ ろ う

させていただきました。 
数年前にも神戸市が主催した『日輪

にちりん

の翼』

（野外舞台芸術）で舞台
ぶ た い

演出を務めた、

普照院の檀家さんでもある「やなぎみわ」

さんが、今回のイベントも演出をされた

ご縁
えん

で私も参加させていただき、歴史あ

る記念資料館のオープニングセレモニ

ーの一役を担
にな

うことができました。コロ

ナ禍で入場制限が無ければ、もっと盛況

なイベントになっていたと思うのです

が、これからも普照院のある「兵庫津
ひょうごつ

」

の歴史観光名所の一つとなってもらえ

ればと思います。 
ところで、そのイベントに参加していた、あるアフリカンダンサーと控

ひか

え室で色々お話をすることができました。彼は「アラン・シナンジャ」

さんと言うお名前で、アフリカのトーゴから 3年前にやって来ました。
日本語がとても流 暢

りゅうちょう

で、現在は神戸市新長田に住みながら西アフリカ

の伝統舞踊
ぶ よ う

とコンテンポラリーダンスの作品を制作・発表しつつ、普段

は介護
か い ご

施設で働きながら地域に根差した活動もされているそうです。 
いつの間にか私が忘れてしまっていた、「前向きな姿勢

し せ い

」と「好奇心
こうきしん

」

を呼び起こされたような気が致しました。 
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前回よりお知らせしております『新墓地（仮称：庭園葬）造成
ぞうせい

』に関して、神戸市職員の

コロナ感染等があり契約が遅延
ち え ん

しております。しかし今現在は、必要書類が全て整
ととの

い１２

月後半ごろに契約完了・工事開始という段取
だ ん ど

りになっています。仮契約をいただいている

施主家の皆様には、大変ご心配をおかけして申し訳ございませんが、もうしばらくお待
ま

ち

下さいますようお願い申し上げます。なおその新墓地
し ん ぼ ち

工事期間は 1 月〜２月初頭になり、
現地説明会（ご案内は決定次第ご連絡します）は 2月後半から 3月初頭になると思います。
7 月に都合があり来ることができなかったお家

うち

の方も、その際
さい

に現地でご確認・ご納得
なっとく

い

ただければと思います。また通常のお参りの方には、ご不便
ふ べ ん

をおかけする場合もあるかと

思いますが、何卒ご容赦
ようしゃ

の程宜しくお願い申し上げます。 
 
 
【令和 5年のお寺行事（3月まで）】*４月以降は次号にてご案内させていただきます。 

月 日 行事 内容 

1月 1~3日 修正会 お正月の初詣の帰りには、ご先祖様にも新年のご

挨拶にお寺へお越し下さい。 
2月 15日 涅槃会 （非公開行事） 涅槃会とは、お釈迦様がお亡くなりになられた日

に行われる行事です。 
3月 21日 春彼岸墓参  午前中、舞子墓園普照院墓地にて。 

24日 春彼岸塔婆供養会 午後 2 時より、本堂にて。 
★変更等がある場合は、後日ご連絡させていただきますので、ご容赦下さいませ。 
 

 

 
〔編集後記〕 コロナも第八波が到来かと言われていますが、神戸マラソンも無事開催されたよう

に、世間的にはだいぶ元の状態に戻ってきた感があります。しかし世界に目を向けてみると、今年

2 月に始まったウクライナでの戦争が、さらに混迷の度合いを増してきています。特に令和の時代

に入ってから、世の中の流れが急激に変化しているような気が致しますが、来年こそは是非とも明

るい方の世の中に「変化」していく年になってもらいたいものです。南無阿弥陀仏   合掌 
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これからは、お寺もどんどん情報を発信します。 
とくに次世代をになう、若い⽅々・お⼦様たちに教えてあげて下さい。 


